
 

棚
田(

千
枚
田)
サ
ミ
ッ
ト 

第
二
十
七
回
全
国
棚
田(

千
枚
田)

サ

ミ
ッ
ト
が
十
月
一
日(

土)
・
二
日(

日)

の

二
日
間
、
滋
賀
県
高
島
市
で
開
催
さ
れ
る
。 

 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
は
高
橋
孝

行
、
田
中
幸
夫
、
原
田
英
史
、
丸
地
典
利
、

高
橋
義
昌
、
松
下 

誠
、
小
山
舜
二
が
参
加

す
る
。 

一
日
目 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
→
開
会
式
→

事
例
発
表
→
基
調
講
演
「
棚
田
地
域
の
保 

     

 
 

全
と
継
承
→
分
科
会(

第
一
分
科
会 

棚

田
を
見
守
る
「
人
」
が
芽
生
え
る
。
第
二

分
科
会 

棚
田
に
根
付
く
「
価
値
」
を
繋
げ

る
。
第
三
分
科
会 

棚
田
を
囲
む
「
く
ら
し
」

を
感
じ
る
。
特
別
分
科
会
「
棚
田
ま
も
り

び
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」)

。 

な
お
、
小
山
舜
二
は
、
棚
田
研
究
の
第

一
人
者
で
も
あ
る
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
中
島
峰
広
先
生(

早
稲
田
大
学
名
誉
教

授)

か
ら
の
推
薦
で
、
棚
田
の
保
全
や
地

域
活
性
化
に
関
わ
る
取
組
に
つ
い
て
話

し
合
う
特
別
分
科
会 

棚
田
ま
も
り
び
と

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
す
る
。 

 

二
日
目 

現
地
見
学
会 

山
裾
に
幾
何

学
模
様
に
広
が
る
「
畑
の
棚
田
」
コ
ー
ス

に
参
加
予
定
。 

稲
作
一
口
メ
モ 

六
月
二
十
七
日
、
観
測
史
上
始
ま
っ
て

以
来
、
最
短
の
梅
雨
明
け
宣
言(

十
四
日

間)
が
さ
れ
た
。
例
年
平
均
四
十
三
日
の

長
き
日
に
渡
る
う
っ
と
し
い
梅
雨
も
明

け
、
や
れ
や
れ
と
思
い
き
や
、
毎
日
が
雨
、

雨
、
雨
の
日
が
続
き
、
稲
の
受
粉
、
幼
穂

形
成
期
の
日
照
不
足
の
影
響
を
心
配
。
こ

れ
で
は
、
今
年
も
千
枚
田
の
豊
作
は
望
め

な
い
と
嘆
い
て
い
た
が
、
七
月
末
か
ら
お

天
道
様
も
見
か
ね
た
の
か
、
快
晴
の
日
が

続
い
た
。
快
晴
は
快
晴
で
も
稲
の
実
り
に

は
大
変
あ
り
が
た
い
が
六
月
下
旬
の
記

録
的
な
猛
暑
日
に
続
き
、
七
月
末
日
か
ら

八
月
早
々
、
連
続
で
三
十
五
℃
超
え
。
各

地
で
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
、

「
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
」、「
命
の
危
険

を
及
ぼ
す
レ
ベ
ル
」
と
報
じ
ら
れ
た
。 

な
ん
だ
か
ん
だ
言
っ
て
も
「
♪ 

稲
の

出
穂
に
は
出
ム
ラ
が
あ
る
が
、
今
宵
踊
る

娘
に
ゃ
ム
ラ
が
な
い
♪
」
と
、
盆
唄
に
も

あ
る
よ
う
に
、
ま
ぁ
ま
ぁ
～
順
調
に
生
育

し
て
い
る
。
稲
の
出
穂
が
七
割
か
ら
出
揃

っ
た
十
日
く
ら
い(

登
熟
期)

の
カ
メ
ム

シ
の
被
害(

斑
点
米)

に
注
意
し
た
い
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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盆 

行 

事(

身
平
橋
を
事
例
に
…) 

「
お
施
餓
鬼
」(

寺
施
餓
鬼)

盆
月
の
八
月

五
日
、
ご
祖
先
様
、
初
盆
の
供
養
を
行
う

の
と
同
時
に
、
餓
鬼
（「
餓
鬼
道
」
に
堕
ち

て
飢
え
や
乾
き
に
苦
し
ん
で
い
る
魂
や

無
縁
仏
）
と
一
緒
に
供
養
す
る
行
事
で
生

前
に
徳
を
積
む
事
に
よ
り
、
自
分
に
も
救

い
が
あ
る
と
い
う
法
要
で
、
檀
家
衆
は
僧

侶
の
あ
り
が
た
い
読
経
の
あ
と
、
寺
庄
屋

が
支
度
し
た
酒
肴
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン(

施
食
会)

を
分
か
ち
合
う
習
わ
し

で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
危
惧
し
て
、

本
命
の
施
食
会
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。 

僧
侶
は
寺
施
餓
鬼
を
終
え
、
檀
家
を
廻

っ
て
先
祖
の
供
養
、
家
施
餓
鬼
も
同
時
に

行
う
。 

「
迎
え
松
明
」
八
月
十
三
日
の
夕
方
に
軒

先(

上
坂)

で
松
明
を
焚
き
、
戻
っ
て
く
る

先
祖
の
霊
が
迷
わ
な
い
よ
う
に
、
目
印
と

し
て
松
明
を
焚
く
お
盆
の
風
習
で
あ
る
。 

念
仏
踊
り
「
は
ね
こ
み
」 

 

通
常
で
あ
れ
ば
十
三
日
に
海
源
寺
で

本
尊
様
の
念
仏
、
は
ね
こ
み
、
手
踊
り
を

行
い
、
十
四
日
に
は
初
盆
宅
で
松
明
灯
し

と
念
仏
、
は
ね
こ
み
、
手
踊
り
を
行
う
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
「
は
ね
こ
み
、
手
踊
り
」

は
中
止
と
な
っ
た
。 

「
送
り
松
明
」 

八
月
十
六
日
の
夕
方
、
お
盆
に
一
緒
に

過
ご
し
た
先
祖
の
霊
を
送
り
出
す
風
習

で
あ
る
。 

「
堂
施
餓
鬼
」 

盆
の
十
六
日
に
海
源
寺
で
行
う
と
同

時
に
風
ま
つ
り
も
行
う
。 

「
風
ま
つ
り
」 

嵐
を
鎮
め
る
た
め
の
農
耕
儀
礼
。
収
穫

前
の
農
作
物
が
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

祈
願
す
る
習
わ
し
で
、
五
穀
豊
穣
、
家
内

安
全
の
願
い
を
託
し
、
竹
竿
の
先
に
藁
を

束
ね
、
紙
垂(

し
で)

を
飾
る
。 

害
獣
被
害 

 

田
植
え
後
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
田
ん
ぼ

に
侵
入
、
早
苗
を
食
い
荒
ら
さ
れ
、
頭
に

来
た
百
姓
は
海
苔
網
な
ど
を
田
ん
ぼ
に

張
り
巡
ら
し
対
処
し
た
が
、
八
月
七
日
、

千
枚
田
周
辺
の
畑
の
作
物(

か
ぼ
ち
ゃ
、

ス
イ
カ
、
ネ
ギ
ま
で)

を
全
滅
に
近
い
ま

で
食
い
荒
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
小
山
孝

夫
は
「
か
ぼ
ち
ゃ
も
ス
イ
カ
も
、
ま
ぁ
い

い
か(

食
べ
ら
れ
る)

と
思
っ
た
ら
、
若
い

衆(

サ
ル)

に
、
先
に
や
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
、

や
ん
な
っ
ち
ゃ
う
ゾ
ン
…
」
と
嘆
い
て
い

た
。
八
日
早
朝
、
田
ん
ぼ
の
水
を
見
に
行

っ
た
中
村
直
人
は
「
エ
テ
公(

サ
ル)

の
奴

ら
に
稲
穂
は
す
っ
こ
か
れ
る
し
、
稲
は
踏

み
ま
く
ら
れ
る
し
、
参
っ
ち
ゃ
う
ゾ
ン
、

こ
れ
か
ら
、
カ
ー
マ
へ
行
っ
て
電
気
柵
の

線
を
買
っ
て
き
て
網
の
目
の
よ
う
に
張

っ
て
や
ら
に
ゃ
あ
、
米
が
食
え
ん
で
ノ
ン

…
と
ベ
ソ
を
か
き
な
が
ら
軽
ト
ラ
で
出

掛
け
て
い
っ
た
。 

今
も
、
彼
方
此
方
で
爆
竹
の
音
が
す
る
。 

賑
わ
う
千
枚
田 

 

あ
ま
り
に
も
有
名
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
千
枚
田
。
一
昨
年
も
、
昨
年
も
千
枚
田

入
口
付
近
は
観
光
客
が
押
し
寄
せ
、
集
落

の
生
活
環
境
に
も
影
響
が
多
出
し
た
。 

 

昨
年
、
新
城
市
鳳
来
総
合
支
所
地
域
課

に
実
情
を
説
明
、
苦
肉
の
策
と
し
て
集
落

生
活
道
路
に
「
集
落
あ
り 

生
活
道
路
に

車
を
と
め
な
い
で
お
く
れ
ん
の
ん
」
の
看

板
を
設
置
。
ま
た
、
歩
い
て
約
十
分
圏
内

の
旧
連
谷
小
学
校
職
員
駐
車
場
に
も
臨

時
駐
車
場
を
開
設
し
た
。(

写
真) 

保
存
会
は
千
枚
田
入
口
の
山
手
側
に

カ
ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
、
来
訪
客
の
啓
発

を
図
っ
た
。 

 

今
年
も
盆
、
収
穫
期
と
賑
わ
う
こ
と
を

想
定
。
地
元
で
は
や
れ
る
だ
け
の
事
は
や

っ
て
い
る
。
あ
と
は
、
訪
れ
る
人
た
ち
の

マ
ナ
ー
に
委
ね
る
。 

    


